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７５歳以上医療費窓口負担２割化中止！高齢者の怒り炸裂!! 
 ４月２５日 ７５歳以上医療費２倍化中止!!大宣伝行動、Twitter デモ 

   

東京・新宿東口に 100 名の参加で宣伝行   
動が配置された。各地での開催も呼びかけら  
れた。 

  また、4 月 25 日（月）の Twitter デモが始
まった。いのちくらし社会保障立て直せ一斉
行動として 12 時と 17 時にスタートした。 

   緊急団体署名が提起され、地元国会議員への   
働きかけなど提起された。 

 それに先立ち… 

 4 月 21 日(木)75 歳以上医療費窓口負担 2 割化は中止を！国会署名

提出集会が開かれた。 
国会・参議院議員会館まえで行われた。主催は、

中央社保協、全日本年金者組合、日本高齢期運動

連絡会、医療団体連絡会によるもの。現地には

150 人が参加し、YouTube で配信され 50 か所

から参加があった。75 歳医療費 2 倍化中止」署名

は、当日 71，406 筆、累計で６４７，０３９筆と報告

された。愛知からは、保険医協会の代表 8 名が参

加し、板津副理事長が署名の到達は 9000 筆、目

標の 5 万筆をめざすと決意表明がされた。  

← 団体代表から署名を受け取る宮本徹共産党議員 

http://syahokyo.airoren.gr.jp/


 すべてのケア労働者に大幅賃上げを！４万円以上、時間給２５０円以上の賃上げを 

４月２５日 15 時から愛知県医労連は厚労省へオンラインで 38，243 筆の署名を提出し
た。 

看護、介護の現場から生の声を聴いて欲しいと、
愛知県医労連６名、北海道医労連２名が訴えた。 
「対象を限定しないで」「この額では一桁足りな
い」「なぜ診療所や訪問看護は対象外なのか？」
「手取りで月 2,500 円にもならず、1 回の夜勤手
当より少ない」「回復期病院の介護職やケアマネに
も賃上げを」と。 また、同法人内の同じ看護師・介
護職でも対象となる部署とならない部署があること
から、分断を招いていること、全体の基本給の底上
げにはつながっていないことを報告、改善を迫っ
た。 

 愛労連が行ったエッセンシャルワーカーに対する

アンケートでは、看護師の 81％が「仕事を辞めたい

と思うことがある」と回答。日本医労連が全国

54,045 人から集めた「働くみんなの要求アンケー

ト」では、「生活実感からの賃金不足額」は平均

39,556 円となっており、51.2％が「生活が苦しい」と答えている実態を報告し、今回の処遇

改善の額では人員確保につながる額ではないとして、月 4 万円の賃上げを求めた。 

厚生労働省からは、医政局看護課、保険局、老健局から 4 名が参加し、最後にコメントし
た。「そのような声があることは承知している」「限りある予算の中で優先順位をつけた。予算
的に対象の変更は困難」「貴重な声を頂いた。活用状況を調査して、10 月に報酬に組み込む
際に検討したい」と。引き続き運動を広げ、改善を求めたい。 
 提出行動には、日本共産党倉林明子参議院議員、本村伸子衆議院議員が同席した。 

4 月 25 日河村市長に公約を守らせる抗議集会 70 人が決起 
 

河村市長が敬老パスの〝地下鉄・市
バスの乗り継ぎは１回にカウント〟と公 
約して再選された市長選挙から一年目 
の４月 25 日、いまだに約束を実行しな 
い市長に抗議するアピール行動が市役 
所前で行われました。 
「敬老パス・地域交通拡充の会」が主

催。年金者組合など 70 人の参加者が、
市役所本庁舎にむかって怒りのシュプレ
ヒコールを上げました。 
会の丹羽典彦共同代表の訴えに続き、

参加した四人の共産党市議を代表して岡
田ゆき子議員、愛知社保協の小松民子事務局長、各労働組合代表が激励。「コロナ禍で市バ
ス・地下鉄の利用者が 3 割も減っている」「敬老パスをもっと活用して高齢者が元気になるこ
とが大事」等と訴えました。参加者ガリレートークでそれぞれの思いを訴えました。 

「敬老パス・地域交通拡充の会」は、河村たかし名古屋市長に、昨年の選挙で公約した敬老
パス制度改善の約束を守りさらに充実させるよう求める署名運動を開始します。とりくみ期間
は５月から８月末です。    【敬老パス・地域交通拡充の会ニュースより】 

 

 



「保育士を増やして」「子どものいのち守れない」 愛知県内の保育士と保護者の

代表が記者発表 
記者会見は 4/22 におこない、毎日、赤旗、中日に掲載され、朝日や毎日は参院選の争点化を見すえて

さらに取材を続けてくれています。また、当日は、メーテレや CBC も来ていました。 

「子どもたちにもう 1 人保育士を！」実行委員会が実施したアンケート結果 

以下の URL から記者会見で発表したアンケートの中間報告をダウンロードいただけます。ぜひご覧く

ださい。http://bit.ly/3xSXbZ7 



生活困窮、物価高でいっそう深刻に 愛知に電話相談 30 件 

４月 23 日（土）10 時～18 時まで（全国的に

は 22 時）まで、労働会館東館で「第 13 回目の

コロナなんでも相談会」が行われ相談員 24 人

（事務局含む）が参加しました。昼のＮＨＫ全国ニュ

ース放映後から電話が鳴続き、「コロナの影響で、

この２年間、給料が 10 万円以上減っている。貯

金を取り崩してきたが限界、公的機関の貸付制度

はないか」「物価が上がっている。年金生活が苦し

い」など、生活相談を中心に 30 件の相談があり

ました。【愛労連 NEWSNO114 より】

 

 


